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●本年度予算が5月15日に成立しました。弊誌では成立

翌日に，厚生労働省看護課長の岩澤和子氏に本年度予算の

なかから看護にかかわる重点政策についてお話をお伺いす

ることができました。政治と日々の仕事や暮らしが直結し

ていると感じる機会はなかなかありませんが，今回お話を

伺って，当たり前のことですが政治とはいまの環境をより

よくするためにある，と再確認しました。●前年度以前か

ら継続している事業（予算）で，まだ効率的に活用されて

いないものもあるそうです。病院のマンパワーや運営予算

にも限りがあるなかで，これら事業を活用することで，病

院が提供する看護や就労環境の質を効率的に高めることが

できるものと思います。厚労省や日本看護協会の施策にぜ

ひアンテナを広げてみてください。弊誌もできるだけタイ

ムリーかつビビッドに情報提供ができるよう努めてまいり

ます。（小齋）

●人間はいつから記録を残すようになったのでしょう。古

代メソポタミアの王宮にはすでに，記録を管理するための

場があったといいます。すべての事象は記録された瞬間，

過去の出来事になりますが，その記録によって未来は変わ

ります。正確な評価・記録を，的確に次のステップに反映

させる，この繰り返しでより良い看護の実施が可能になる

ということを，本号の特集で再認識しました。●10年間ほ

ど，寝ている間にみた夢を起きてからできるだけ記録する

という習慣がありましたが，先日知人の勧めでやめました。

代わりに毎日日記をつけ始めたのですが，こちらはどうに

も滞りがちです。続ければそのうち役立つに違いない……

と思いつつ，空白の目立つ日記帳を開いては三日坊主を嘆

いています。より良い明日のために日々の正確な記録を残

し，昨日のわが身を省みていきたいと思います。（笹山）

編集後記

特集1　看護師が働く環境を改善する
 これまでの流れと今後のありかた
●医療従事者の交代制勤務マネジメントの変遷と今後の課題
●医療分野の「雇用の質」向上プロジェクトチーム報告と今後の方向性
●是正勧告調査などの先行研究から知る医療労働環境の実態
●『夜勤・交代制勤務に関するガイドライン』を読む─労働問題を専門とする弁
護士の立場から

特集2　看護補助者の活用　機能的役割分担と能力開発
●看護補助者のさらなる活用に向けて看護管理者に求めたいこと
●実践報告①済生会熊本病院の取り組みから
●実践報告②帝京大学ちば総合医療センターの取り組みから
●看護補助者の雇用形態の違いによる労務管理・人事管理の基礎知識

　日本看護協会による『夜勤・交代制勤務に関するガイドライン』の策定，厚生労働
省からは雇用の質改善に向けた推進計画が公表されるなど，医療者の就労環境改善
に向けた動きが相次いでいる。看護職の絶対的供給数が不足するなかでの就労環境
改善は，難しい課題であり，看護管理者にはさまざまな創意工夫が求められている。
　8月号では特集1で就労環境改善をめぐるこれまでの経緯と，最近の施策につい
て情報整理を行なうとともに，特集2では看護師のパートナーとして欠かせない看
護補助者の活用について，役割分担や能力開発という視点から，今後向かうべき方
向性を共有したい。

【Facebook 始めました！】アカウントをおも
ちの方は「看護管理」で検索していただき，
「いいね！」をよろしくお願いいたします。
http://www.facebook.com/kangokanri1991
◎ twitter アカウントは，@kangokanriです。
あわせてフォローをお願いいたします。
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［シリーズ］　もうひとつうえの看護の力（最終回）
NICU―小児科病棟―外来，そして退院へとつなぐ小児看護専門看護師の協働

特集1　世界に通用する看護マネジメントスキルを身につける
 ツールの活用による個人と組織の変化

特集2　マネジメントリフレクション研修を評価する
 気づきとその概念化の視点で
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